
〝
第
４
次
産
業
〟で
ふ
る
さ
と
快
活

図
式
表
示
で
「
分

か
る
化
」
す
る
と

　
前
世
紀
の
１
９
６
０
年
代
の
最
も

国
民
的
な
言
葉
は
、「
大
量
生
産
・

大
量
消
費
」
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、

今
世
紀
の
今
日
も
蔓
延
し
て
い
る
の

は
、「
東
京
一
極
集
中
」
で
あ
る
。

日
本
人
の
性
向
は
、
素
直
で
〝
右
に

習
え
〟
が
好
き
な
国
民
で
、
唯
々

諾
々
の
性
癖
が
強
い
、と
い
わ
れ
る
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
で
も
、
大
人

し
く
（
音
無
し
く
）
国
全
体
が
一
つ

の
方
向
に
染
ま
る
。
そ
れ
は
、
い
い

側
面
も
あ
る
が
、
一
辺
倒
で
あ
り
独

自
性
が
薄
い
欠
点
で
も
あ
る
。
多
様

性
と
い
う
言
葉
が
よ
く
発
せ
ら
れ
る

が
、
ま
だ
身
に
つ
い
て
い
な
い
の
が

現
実
と
言
え
そ
う
だ
。

　
「
東
京
一
極
集
中
」
を
視
覚
的
に

表
現
す
る
方
法
に
、「
カ
ル
ト
グ
ラ

ム
」
が
あ
る
。
右
下
図
に
示
し
た
も

も
首
都
圏
に
引
き
寄
せ
た
。
そ
の
結

果
、
地
方
は
過
疎
と
な
り
、
し
か
も

首
都
圏
に
引
き
寄
せ
ら
れ
な
か
っ
た

高
齢
者
が
残
る
こ
と
に
な
っ
た
。
結

果
と
し
て
、
高
校
学
齢
期
の
人
口
も

減
り
、
職
業
高
校
の
統
合
や
廃
校
が

進
ん
で
い
る
。

　
し
か
し
、
前
世
紀
に
地
元
に
人
材

を
多
数
輩
出
し
た
農
業
高
校
は
、
今

世
紀
も
食
（
フ
ー
ド
）
と
農
（
ア
グ

リ
）
と
い
う
、
生
き
る
糧
を
守
る
地

場
産
業
の
担
い
手
を
な
お
輩
出
す
る

の
が
、
人
口
密
度
に
相
関
さ
せ
て
日

本
地
図
を
描
い
た
面
積
カ
ル
ト
グ
ラ

ム
で
あ
る
。
東
京
は
肥
大
化
し
、
北

海
道
や
東
北
は
委
縮
し
て
表
示
さ

れ
て
い
る
。
筆
者
の
研
究
分
野
で

は
、
風
力
・
太
陽
光
・
水
力
・
バ

イ
オ
マ
ス
・
地
熱
な
ど
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
潜
在
量
（
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
）
と
利
用
の
現
実
（
設
備

容
量
）
を
カ
ル
ト
グ
ラ
ム
を
用
い

て
表
記
し
て
み
る
と
、
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
と
設
備
量
の
ミ
ス
マ
ッ
チ

が
一
目
瞭
然
と
な
り
、
利
用
開
発

あ
る
と
言
え
る
。

　
農
林
漁
な
ど
自
然
資
源
を
対
象
と

す
る
〝
１
次
産
業
〟
の
現
場
で
あ
る

地
方
は
、
過
疎
化
し
て
休
耕
田
や
休

耕
地
、
さ
ら
に
は
放
置
さ
れ
た
山
林

や
漁
場
な
ど
が
多
い
。
食
や
住
と
の

関
係
で
は
食
品
加
工
や
建
材
加
工
な

ど
は
、〝
２
次
産
業
〟
で
あ
る
。
そ

の
製
品
を
大
消
費
地
の
東
京
・
首
都

圏
や
大
都
市
な
ど
に
流
通
さ
せ
る

サ
ー
ビ
ス
産
業
は
、〝
３
次
産
業
〟

と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
１
次
・
２
次
・
３
次
産
業

を
取
り
込
ん
だ
複
合
的
な
産
業
は
、

〝
６
次
産
業
〟、
あ
る
い
は
〝
産
業
の

６
次
化
〟
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
１

＋
２
＋
３
＝
６
、
あ
る
い
は
、
１
×

２
×
３
＝
６
と
い
う
算
術
に
由
来
す

る
。
６
次
産
業
は
、農
林
漁
業
な
ど
、

１
次
産
業
を
基
本
と
す
る
分
野
で
は

よ
く
知
ら
れ
た
合
言
葉
で
あ
る
。〝
６

次
産
業
〟
と
い
う
言
葉
は
、
も
は
や

国
民
的
合
意
が
得
ら
れ
て
い
る
。

地
方
の
若
者
が
支
え

る
〝
第
４
次
産
業
〟

　
「
東
京
一
極
集
中
」
は
、
人
材
を

は
、
新
型
産
業
の
必
須
キ
ー
ワ
ー
ド

で
あ
る
。
そ
れ
こ
そ
が
、〝
４
次
産

業
〟
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
。
４
次

産
業
は
、
若
者
が
対
象
で
あ
り
、
若

者
の
得
意
分
野
で
あ
り
、
若
者
の
魅

力
が
つ
く
る
分
野
で
あ
る
。そ
れ
は
、

過
疎
を
打
ち
砕
き
、
ふ
る
さ
と
を
快

活
に
す
る
地
元
力
と
言
え
る
。
そ
し

て
、
そ
こ
か
ら
新
し
い
強
力
磁
場
表

現
が
生
ま
れ
て
く
る
。
１
＋
２
＋
３

＋
４
で〝
産
業
の
10
次
化
〟で
あ
り
、

〝
10
次
産
業
〟
と
い
う
、
複
合
産
業

で
あ
る
。

　
１
９
５
０
年
山
形
生
ま
れ
。

東
京
都
立
大
院
卒
。
元
千
葉
大

大
学
院
工
学
研
究
科
准
教
授

（
金
属
疲
労
専
攻
）。
金
属
疲
労

の
研
究
の
ほ
か
、
他
分
野
の

テ
ー
マ
の
研
究
開
発
に
努
め
る

と
と
も
に
日
本
各
地
の
地
域
お

こ
し
活
動
に
従
事
す
る
。
ロ
ー

カ
ル
鉄
道
と
地
元
の
酒
蔵
の
コ

ラ
ボ
で
地
域
再
生
を
図
る
地
酒

「
鐵
の
道
」
の
製
造
・
販
売
を

企
画
、
す
で
に
10
件
を
超
え
る

銘
柄
を
送
り
出
し
て
い
る
。
一

般
社
団
法
人「
洸
楓
座
」代
表
。

「
全
国
ふ
る
さ
と
大
使
連
絡
会

議
」
理
事
。

ど
ち
ら
に
お
い
て

も〝
持
続
可
能
性
〟

の
展
望
は
見
ら
れ

な
い
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

を
唱
え
て
も
、
揺

役
目
を
持
っ
て
い
る
。

　
こ
の
局
面
で
、〝
４
次
産
業
〟
が

登
場
し
た
。
そ
れ
は
、
今
日
的
な
必

要
性
か
ら
生
ま
れ
た
と
言
え
る
。
揺

籃
期
の
４
次
産
業
に
は
、
い
ろ
い
ろ

の
方
面
（
分
野
）
が
あ
っ
て
い
い
と

思
う
。
１
つ
に
は
、
ず
ば
り
、
人
材

育
成
の
分
野
。
２
つ
に
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
分
野
。
さ
ら
に
３
つ
に
は
、
観
光

交
流
を
挙
げ
る
人
も
い
る
。
従
来
の

３
次
産
業
に
近
い
と
も
言
え
る
が
、

新
し
い
分
野
と
し
て
独
立
し
た
方

が
、
発
展
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
大
き

く
な
る
。

　
例
え
ば
、
ア
グ
リ
＆
フ
ー
ド
の
分

野
に
お
い
て
も
、
新
し
い
食
材
と

レ
シ
ピ
の
開
発
、
そ
の
表
現
と
伝

達
。
そ
れ
は
、
前
述
し
た
人
材
育
成

と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
、
そ
し
て
観
光
交
流

す
べ
き
地
域
を
照
準
化
で
き
る
。
カ

ル
ト
グ
ラ
ム
は
、〝
分
か
る
化
〟
の

刺
激
的
な
手
法
と
言
え
る
。

持
続
可
能
性
と

エ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

　
前
図
の
よ
う
に
、
人
口
密
度
の
ア

ン
バ
ラ
ン
ス
は
、
日
本
の
地
図
を
も

歪
め
る
ほ
ど
で
あ
る
。
過
密
と
過
疎

は
、
双
方
に
、
生
活
の
質
の
低
下
や

暮
ら
し
の
不
便
さ
を
与
え
て
い
る
。

れ
動
い
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

　
現
実
的
な
対
応
に
は
、
エ
コ
と
い

う
磁
場
を
つ
く
る
必
要
が
あ
る
。
こ

こ
で
「
エ
コ
」
は
、
経
済
の
そ
れ
と

と
も
に
、「
オ
イ
コ
ス
」
と
い
う
ラ

テ
ン
語
に
派
生
す
る
「
我
が
家
」
の

意
味
（
言
い
換
え
る
と
〝
居
場
所
〟

の
意
味
）
を
重
用
し
た
い
。
地
方
の

〝
持
続
可
能
性
〟
は
、
明
確
に
若
者

こ
そ
が
駆
動
力
と
な
る
。
そ
う
し
た

ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
、
地
方
の
農
林
漁
業

高
校
生
が
担
い
、
実
行
し
て
い
る
。

そ
れ
は
、
エ
コ
へ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で


